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気迫満点！ ２１日（火）の総合
にち か そうごう

練習に続き、２２日（水）は紅白対抗リレーな
れんしゅう つづ にち すい こうはくたいこう

どの種目練習を全校で行いました。
しゅもくれんしゅう ぜんこう おこな

１年生から９年生まで選手がバトンをつなぎ、勝利を

目指して全力で駆け抜ける姿はとてもかっこいいです。

どの選手も素晴らしい走りを見せました。

バトンパスの際に接触して転倒した選手もいました。

でも、ひるまずすぐに立ち上がり、猛スピードで先行く

選手を気迫あふれる力強い走りで必死に追いかける姿

には心を打たれました。また、児童生徒席から声をから

して応援する様子も同様に素晴らしいと思います。

確かに、勝負ですので、勝敗はつきますが、少し差が

開いても、最後まで緩めることなく、あきらめる様子の

かけらもみせず全力・集中する姿が素晴らしいです。こ

れぞ碩田学園です。いよいよ、「輝きの足跡」を残す準

備が一つずつ着実にできてきました。本番が楽しみで

３，４時間目の練習を終えて、大グラウ
じ か ん め

ンドから校舎に戻ってきた８年の佐藤美希さんに聞きました。
こうしゃ もど ねん さ とう み き き

Q：学年団体種目の調子はどうですか？

A：競技の最後に全員で長縄を8回跳ばなければならないのだけど、

私たちのクラスは、こまで8回跳べたことはありませんでした。

だけど、今日、初めてみんなで跳べたんです。

Q：それはよかったね。初めてできて、どんな気持ちがしましたか。

A：とてもうれしかったです。

Q：それはどうしてですか。

A：クラスのまとまりができてきたと感じたからです。

そうです。みんなで力を合わせて、できなかったことができるように

なる。うれしいしですよね。その喜びや感動をクラスのみんなで素直に

共有することで、まとまりが生まれてきます。青春って、いいよね。

保護者のご協力に感謝！

PTA会長さまから会員の皆さまに文書が配布されました。教育センター
かいちょう かいいん みな ぶんしょ はいふ きょういく

のトイレ清掃やテントの片づけ・収納への協 力を呼びかける内容です。
せいそう かた しゅうのう きょうりょく よ ないよう

昨年も、体育大会の運営をPTAとして側面的に支援しようと、こうした活動を呼びかけてくだ

さり、会員・非会員の別なく、たくさんの方々のご協力をいただきました。

子は親の姿をみて育つわけですから、保護者の方々が、このように学校の運営にご協力いただ

いている姿を児童生徒が目にすることにより、教育的にも大きな効果があると思います。

学校としても、PTAの役員さんたちが音頭をとり、主体的にこのように声をかけていただける

ことをとてもありがたく思います。深く感謝申し上げます。

学年種目は学級対抗で行われま

す。８年生のあるクラスでは、教

室のカーテンを閉めて、ビデオに

撮影した練習の様子を見ながら、

どこが課題で、どのようにすれば

改善するか、みんなで意見を出し

合う「秘密の作戦会議」を開いて

いました。

別のクラスでは、自分が目標に

していること、頑張りたいこと、

みんなへのメッセージを発表し、

テーマを書いた模造紙に一人ずつ

貼っていました。（写真上）

どのクラスも、笑顔や笑いがあ

ふれ、とても和やかないい雰囲気

でした。

おかげで私も笑顔になりまし

た。NICE！ありがとう。

作戦会議


